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１．まちづくりに関することの振り返り
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■まちづくりの関連事項

１９５０年代 １９６０ １９９０ ２０００

変遷

戦後復興～高度経済成長

・人口増、経済成長の受け
皿となる都市づくり

全国総合開発計画＝中央集権・トップダウン型

成熟（安定）社会

・都市政策の方向
転換

縮退社会

都市政策
の混迷

地方分権

バブル済崩壊

１９９２年 地球サミット

自治会など地縁型コミュニティの衰退

リーマンショック（2008）

東日本大震災（2011）

人口移動：地方から大都市へ

★１９８５年～

１９４９年
社会教育法

１９９０年
生涯教育振
興法

１９９４年
小山市立生涯
学習センター

１９９８年 ＮＰＯ法

「新たな公共」
ＮＰＯ・ボランティアへの

期待

２０１４年５月消滅可能性都市公表 →地方創生法

ＳＤＧｓ（2015）

大都市から地方へ
地方から地方へ
地元定着

コロナ禍によ
り加速？

パンデミック（2020）

スマホ普及率

７１％（2016年）
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２．小山市立生涯学習センターへの期待
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１９５０年代 １９６０ １９９０ ２０００

変遷

戦後復興～高度経済成長

・人口増、経済成長の受け
皿となる都市づくり

全国総合開発計画＝中央集権・トップダウン型

成熟（安定）社会

・都市政策の方向
転換

縮退社会

都市政策
の混迷

地方分権

バブル済崩壊

１９９２年 地球サミット

自治会など地縁型コミュニティの衰退

リーマンショック（2008）

東日本大震災（2011）

人口移動：地方から大都市へ

★１９８５年～

１９４９年
社会教育法

１９９０年
生涯教育振
興法

１９９４年
小山市立生涯
学習センター

１９９８年 ＮＰＯ法

「新たな公共」
ＮＰＯ・ボランティアへの

期待

２０１４年５月消滅可能性都市公表 →地方創生法

ＳＤＧｓ（2015）

大都市から地方へ
地方から地方へ
地元定着

コロナ禍によ
り加速？

パンデミック（2020）
小山市の「持続可能性」

↓
そのために、市民参画（主体）、協働のまちづくり

↓
小山市立生涯学習センターへの期待

■まちづくりの関連事項

スマホ普及率

７１％（2016年）
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「学び」の重要性
学び → 気づき → 行動

→ 自己実現・自己有用感など

「まちのオウナーシップ」「他人事から自分事へ」

「まちづくり」
“利害関係者が合意を図りつつボトムアップで
決定し、地域の多様な問題を包括的にとらえ
て解決する仕組みや活動“（『生活の視点でとく都市計画』p.116）
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■学生たちの変容

■ベースとしての学び

■学び～実践の往還
→ＰＢＬの重要性
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令和２年度文部科学白書第３章より：
「生涯学習」とは、人々が生涯に行うあらゆる学習、すなわち、
学校教育、家庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レク
リエーション活動、ボランティア活動、企業内教育、趣味など
様々な場や機会において行う学習を意味する。

教育基本法第３条：
生涯学習の理念として「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊
かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆ
る機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果
を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならな
い」と規定。
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１９５０年代 １９６０ １９９０ ２０００

変遷

戦後復興～高度経済成長

・人口増、経済成長の受け
皿となる都市づくり

全国総合開発計画＝中央集権・トップダウン型

成熟（安定）社会

・都市政策の方向
転換

縮退社会

都市政策
の混迷

地方分権

バブル済崩壊

１９９２年 地球サミット

自治会など地縁型コミュニティの衰退

リーマンショック（2008）

東日本大震災（2011）

人口移動：地方から大都市へ

★１９８５年～

１９４９年
社会教育法

１９９０年
生涯教育振
興法

１９９４年
小山市立生涯
学習センター

１９９８年 ＮＰＯ法

「新たな公共」
ＮＰＯ・ボランティアへの

期待

２０１４年５月消滅可能性都市公表 →地方創生法

ＳＤＧｓ（2015）

大都市から地方へ
地方から地方へ
地元定着

コロナ禍によ
り加速？

パンデミック（2020）
小山市の「持続可能性」

↓
そのために、市民参画（主体）、協働のまちづくり

↓
小山市立生涯学習センターへの期待

■まちづくりの関連事項

スマホ普及率

７１％（2016年）まちづくりへの入り口（HOOK）の一つとしての
小山市立生涯学習センター

＜例＞宇都宮市中央生涯学習センターの依頼で
「景観まちづくり」に関する連続講座を担当
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３．おわりに
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持続可能な小
山市のために
目指したいま
ちづくりの姿
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（日本共生科学会投稿論文、現在査読中）

Ｍｉｎｇｌｅを誘発する
小山市立生涯学習センター
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